
超高齢化社会に伴い、口腔機能の維持は健康寿命延伸の重要課題である。補綴治療の長期的効果と口腔の主観的満足度を明らかにするため

に 2019 年に調査した高齢者 134 名を対象として、アイヒナーの分類および補綴様相別の咀嚼機能と満足度の 7 年後の変化を追跡する。本研

究により、補綴様相の違いが口腔機能維持に与える影響が明らかになれば、臨床における治療選択の科学的根拠となり、健康寿命の延伸が期

待される。 
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